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• 工事期間は、平成２８年度から平成３０年度の３カ年の予定です。（全掘削量 約４万㎥）

• 平成２８年度実施の工事では、赤色着色部分の土の掘削（18,000㎥）と、掘削した土砂を搬出するダンプトラックが通行可能な道路
（幅員４ｍ）を作ります。掘削した土砂は紫色着色箇所へ仮置きをして、搬出は平成２９年度工事で実施する予定です。

Ｈ２８年度工事掘削箇所
18000m3掘削予定

Ｈ２９、３０年度工事
掘削箇所

工事用道路のルート
（Ｈ２８工事でルート確保します）

No.14

Ｈ２８年度工事で掘削した土
砂は、場内に仮置きをして、
Ｈ２９年度以降搬出を行う予
定です。

車両交換所
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土砂仮置き場

（高さ1-2m）

• 今年度の工事でタケ林の手前からコンクリートガラ等の廃棄物がでてきました。掘削費用の他、別途処分費がかかることになります。

• 平成２９、３０年度の掘削箇所でも同様に掘削すると新たな処分費が必要になると予想されます。

１.下池工事について ～工事の状況～
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A域 C地点

B域
A域

C地点

・C地点のタケ林の手前の場所に、コンクリートガラ、ビニール等のゴ
ミがうまっていました。

・現在、工事は終了している、分別しない状態で、掘削土として土砂置
き場に積み上げられています。

１.下池工事について ～工事の状況～

・工事箇所の土壌の分析結果では、基準値を超えるものはありませんで
した。
→ 分析結果を次ページに示します。
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１.下池工事について ～工事の状況～
土壌分析結果
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１.下池工事について ～平成２８年度工事～

廃棄物混じりの土砂の存置状況

処分場

処分費がかかります。

工期と住環境を考慮して可能
な限り搬出します。

廃棄物の無い場所
は予定どおり掘削

廃棄物のある場所
は掘削を中止

掘り出した廃棄
物混じりの土砂

地区内に存置

地区外に搬出

廃棄物のある場所は廃
棄物を含まない土砂で

50cm程度覆う

次年度ふるい分けして廃棄物を
搬出

• 平成２８年度の工事は、掘削範囲から想定外のコンクリートガラ等の廃棄物がでてきたことから、予定どおりに完
成することができません。

• 今年度の主たる工事は１２月までとしており工期が少ないこと、ダンプによる土砂等の搬出は、近隣の住民への配
慮から極力少なくすることとしており、掘り出した廃棄物を全量搬出することができません。

• そのため、今年度の工事は、これ以上の廃棄物を掘り出す掘削は行わず、土砂と分別が完了した廃棄物はブルー
シートで覆う等の対策を行った上で、土砂の仮置場に存置し、次年度工事で処分する予定です。廃棄物混じり土砂
の大半は、土砂と廃棄物の分別まで出来なかったため、次年度工事で分別を行い、処分する予定です。



• 平成２９年度と３０年度の工事の内容について、試掘を行い、廃棄物の埋設範囲を把握した上で、今後の掘削方針を
検討する予定です。
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２.下池工事について ～平成２9、３０年度工事～

試掘による埋設物の概略把握
→ 右図の試掘案

試掘の状況を踏まえて、
掘削方針を検討

埋設物が確認される？ 300区間を50mピッチで試掘
もとの畑で1箇所程度の調査

掘削方針にもとづいて、
掘削を行う

埋設物の土被り厚程度
（５０ｃｍ）の表層を掘削し、ゴミの有
無を確認しながら掘削する。
ゴミが見つかれば、良質の土砂で埋戻し、
掘り出したゴミは処分する。
→ 次ページの掘削方法

試掘案

確認された場合
確認されな
かった場合
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２.下池工事について ～平成２9、３０年度工事～

１段目の掘削

ｎ段目の掘削

１段目の掘削

ゴミが出なかった場合

１段目の掘削でゴミが出
なかった場合は、そのま
ま２段目、３段目と掘り
進める。
ゴミが出た場合は、その
場所の掘削を中止する。

ゴミが出た場合

１段目の掘削でゴミが出
た場合は、その場所での
掘削を中止し、良質な掘
削土で覆土する。
掘り出したゴミは処分す
る。
最終的には、ゴミのない
区間のみ深く、ゴミのあ
る区間は高くなり、凹凸
が形成される仕上げとな
る。

１段目の掘削

処分

１段目の掘削

覆土

仕上げ形状（元計画どおり）

仕上げ形状（凹凸）

タケ

タケ

• 試掘でゴミが見つからなかった場合でも、深さを数段に分けた掘削を行い、仮にゴミが出た場合へも対応できるよう
に掘削をすすめる。

掘削方法

元計画の深さ


